
 

 

 

 

 

 

 

5月 31日の「障害」をテーマに

した第 1回タウンミーティングに

続き、6月 29日に「子育て」をテ

ーマに、第 2回目のタウンミーテ

ィングが開かれました。定員 50名

のところ、70名を超える方が参加

され「誰もが子育てしやすいまち

をみんなでつくるには」について

ホットな対話がおこなわれたよう

です。こうした対話の積み重ねで

「要望を伝える」ことから、様々

な視点から様々な人と一緒に共に

考え、みんなで創りだしていくと

いう意識が高まっていくんだろうなと思います。 

7月 2日には西明石活性化推進協議会主催の「みんなで考えよう

西明石北エリアのこれから」というテーマで、タウンミーティング

が開かれました。暑い中で 120名を超える参加者があり、暑さより

も、参加者の対話の熱気で体育館全体が包まれたといった感じでし

た。対話のスタート段階での自己紹介の中で、世代間交流が自然と

進み、様々な世代だけでなく、知っている方、初対面の方と様々で

すが、ぐっと距離が縮まっていくのを見て、これだけでも対話の価

値があるなと感じたくらいでした。参加された方から、「今日はあ

くまでもキックオフ」という言葉を聞き、こうした対話が継続され

ながら、どんどん深まっていくんだろうなと感じました。「自分た

ちのまち」という地域の方の熱い想

いが伝わってきました。 

そしてこれらのタウンミーティン

グで対話を深めるために「えんたく

ん」という円形の段ボールと「グラ

フィックレコーディング」という対
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また、コミュニティ・スクールの取組の中でも 
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話を見える化する手法が用いられていましたが、「ファシリテート」と

「えんたくん」と「グラフィックレコーディング」は対話をより具体化す

るためには欠かせないものだということを改めて感じました。 

対話が行われている間、スクリーンには「①みんなで話をしよう ②色

んな人の意見を聞いてみよう ③せっかくの場をわいわいたのしく！」と

映し出されていました。会場の雰囲気が全くその通りであり、ファシリテ

ーターさんの雰囲気づくりは見えないスキルだなと思いました。 

こうした“まちづくり”の対話は、コミュニティ・スクールの取組の中

でも進められています。松が丘小学校では、子どもが自分たちのまちの課

題について考え、地域の方・保護者の方にプレゼンしながら、自分たちの提案をベースに地域の

方と対話するという松が丘サミットが 2019年から始まっています。こうした取組は 6年の国語科

で「町の幸福論」という教材を扱う中で、地域の方を招いて自分たちが考えた地域の未来につい

てプレゼンする場を設ける学校は増えてきています。魚住まちづくり協議会さんでは、まち協さ

んのスタッフが魚住小 6年の教室に出向き“町の幸福論”にからめ出前授業を数年前から行って

おられます。昨年度からはさらに「くすのん広場」という地域の方が誰でもが参加できる対話の

場を持たれ、“町の幸福論”の延長として、会を重ねるごとに小学生や中学生の参加も増え、地

域の大人と自分たちのまちについての対話を深めていました。二見でも昨年度の「二見地区合同

文化祭」の中で「中高生×地域サミット 2022」として、中高生と地域の方が二見の未来について

対話する会が持たれましたが、今年も引き続き開催されるようです。学校の中だけでなく、こう

した地域の方や保護者の方との対話の中で当事者としての意識を高めていく学びが広がっていく

のではと思います。 

この夏、市長のタウンミーティングも予定されていますが、コミュニティ・スクールとして教

員と地域の方と保護者の方で対話を行う「いどばた」的な対話がいくつかの学校で予定されてい

ます。また、この指とまれ方式で集まったお母さんたちの手で開催された“夢みる小学校”の上

映会をきっかけに、映画を観た人だけでなく、観ていない人も巻き込んだ感想交流会も 8月 4日

に予定されています。大人も子どもも、多様な人と「対話」を経験する中で、自分ごととして考

え、自分ができることを、できるときにといった形で社会に参画していく意識が培われていくん

だろうなと思います。 

現在、急ピッチで宅地造成がす

すめられているこの 2枚の写真で

すが、ここがどこだかおわかりで

すか？ 

この場所にはあかねが丘学園と

いう高齢者大学がありました。そ

の前には松が丘南小学校という小学校があったことを知っている方

は少なくなっているのでは？まして、朝霧中学校がここで開校した

ということを知っている方はもっと少なくなっているのでは？ 

学校の歴史を通して地域を見ると、地域の未来を考えるヒントに

なるかもしれないですね。         （文責：北本） 

 ここがどこか わかりますか？ 


